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1 ホタルルシフェラーゼの生物発光反応 目で見るバイオ（p.8）
大腸がん CTOS 切片の免疫染色像 解説（p.22）

2 クマムシ固有の新規タンパク質 Dsup の X 照射群染色像 目で見るバイオ（p.102）
α-1,3-グルカンの電子顕微鏡像 トピックス（p.144）

3 体温調節性植物ザゼンソウ（発熱状態） 解説（p.223）
形質転換ツノケイソウ株 Cp4 トピックス（p.242）

4 水に滴下されたタンパク質凝縮体 トピックス（p.318）
合成 DNA から作製されたヒト人工染色体（白色の矢頭） 解説（p.305）
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6 ロタウイルス感染細胞におけるルシフェラーゼの発現 トピックス（p.515）
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